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【コ メ ン ト】 野間 晴雄
マカオは人 口わずか40万 あま り、東シナ海に突き出た岩山と島嶼からなる東アジアでも最も
古い植民地である。発展する中国沿海部や香港と至近な位置にあ りながら、今 も植民地時代の
景観や雰囲気を色濃く残すタイムカプセルでもある。 しかしながら、近代のマカオはギャンブ




16世紀半ばにポル トガル植民地 となったマカオは、スペイン ・ポル トガルの 「世界分割」に
よって獲得 したアジアの橋頭堡ゴアのブランチであるマラッカの、さらにそのサブブランチ程





国貿易がほぼ終焉 したこと、文化大革命 によるポル トガルの植民地権力の失墜もマカオの幕引






どか ら都市形態の進化(evolutionofurbanmorphology)を 的確 ・丹念に捉える。 さらに報告
で精彩を放っていたのが、40年 の歳月を経た再訪での変化を、自ら絵筆をとって描いた詩情豊
かな回顧の風景画である。






1)唐 以来の中心港湾は珠江(チ ュー川)の 河港である広州で、広大な後背地を背景に貿易 ・
流通を独占していた。
2)東 アジア最古の植民地 として珠江デルタ先端の岩山が選ばれた とき、広州との太いパイ
プで生糸などの中国物産が 日本へ送られ、銀の中国本土流入の中継地 としてマカオの地位
が確立する。
3)1842年 にイギリスが香港島を領有すると、マカオと広州 とのネ ットワークは弱体化し、
広州一香港ルー トが中心 となる。
4)香 港の港湾 ・都市 としての急成長、ポル トガルのアジアでの覇権の消失により、マカオ
は香港を介する緩衝剤 として しか経済的意義を持たなくなる。観光も香港からのギャンブ




5)マ カオと香港の中国返還によって、香港が相対的な経済力を落 としてきてお り、今後は
広州一香港一マカオの三角形のなかで、広い後背地をもつ広州のさらなる発展が予想 され
る。マカオはその一角に、何をもって、どう食い込むべきか、その模索が今始まろうとし
ている。
(関西大学文学部)
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